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1. 従来の血管シミュレータは, 1mm以下の極
細径血管を再現できていない.

2. 極細径の流路内での細胞行動形態は知見
に乏しい.
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血管疾患を対象に, 人工血管や血管シミュレータ等の
様々な研究が進められている.

1. 円形断面を有する, 内径1 mm – 10 

mm の細動脈・毛細血管モデルを作
製する. 

2. 細動脈・毛細血管モデル内での細胞
行動形態を観察する.
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We propose fabrication method of arteriole and capillary vessel model with circular cross-section by bonding of two identical PDMS substrates 
and multi stage exposure photolithography. As an application example of the capillary vessel model, we incubated and monitored human 
umbilical vein endothelial cell (HUVEC) behavior and morphology in it by fluorescent microscope.
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Fabrication methods for multi scale blood vessel model
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1. オーバー露光法・リフロー法・グレイスケール
リソグラフィー・積層造形機, それぞれの方法
に作製限界径が存在する.

2. 作製対象とする血管モデルの径によって作製
方法の使い分けが必要である.
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組立てアライメント用パターンを多段露光プロセスで作製.

Leakage check and Evaluation of the model
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1. 組み立てアライメント用パターンを多段露光プロセスにより作製し, 
PDMS接合面の微小なずれと流路の真円度を改善することができた.

2. 円形断面を有する毛細血管・細動脈モデル流路内でHUVECを培養し, 
共焦点レーザ顕微鏡により蛍光観察を行い, 細胞の存在を確認した.

3. 作製したモデル内で細胞培養することで, m-TAS分野の研究に有用である.

1. グレイスケールリソグラフィーによる径変化を有する細動脈・毛細血管
モデルの作製, 及びモデル内での細胞行動形態の観察.

2. コンプライアンスマッチングした細動脈モデルの作製.
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Cell incubation conditions
・HUVEC：正常ヒトさい帯静脈血管内皮細胞
・播種量：5.6×105 Cells/channels

・培養期間：1 - 3日 (5%CO2, 37℃)

異なる径の血管モデル（毛細血管, 細動脈, 動脈）はどのように作るか？


